
 1 級 第 2 予想 解答・解説 (商業簿記) 
 

問１ 

総 合 損 益 勘 定 (単位：千円)

繰延内部利益控除 ３ ★ 1,560 本 店 損 益 131,608 

法人税、住民税及び事業税 ４ 50,000 支 店 １ ★ 12,944

繰 越 利 益 剰 余 金 93,412 繰延内部利益戻入 ２ ★ 420

144,972 144,972 

問２ 

損 益 計 算 書 

  自×７年４月１日 至×８年３月31日  (単位：千円) 

Ⅰ 売 上 高 ５ ( ★ 683,160 )

Ⅱ 売 上 原 価 ６ ( ★ 343,500 )

売 上 総 利 益 ( 339,660 )

Ⅲ 販売費及び一般管理費 

 １ 販売費・一般管理費 ７ ( ★ 137,180 )

 ２ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ８ ( ★ 806 )

 ３ 減 価 償 却 費 ９ ( ★ 45,130 )

 ４ 退 職 給 付 費 用 10 ( ★ 4,240 ) ( 187,356 )

営 業 利 益 ( 152,304 )

Ⅳ 営 業 外 収 益 

 １ 受 取 利 息 750

２ 為 替 差 益 11 ( ★ 960 ) ( 1,710 )

Ⅴ 営 業 外 費 用 

 １ 貸 倒 引 当 金 繰 入 12 ( ★ 1,002 )

経 常 利 益 ( 153,012 )

Ⅵ 特 別 損 失 

 １ 減 損 損 失  13 ( ★ 9,600 )

税 引 前 当 期 純 利 益 ( 143,412 )

法人税、住民税及び事業税  ４ ( 50,000 )

当 期 純 利 益 ( ★ 93,412 )

問３ 

貸借対照表の金額  (単位：千円) 

建 物 14 ★ 1,208,230 建物減価償却累計額 15 ★ 376,920

備 品 16 ★ 260,670 備品減価償却累計額 17 ★ 157,500

退 職 給 付 引 当 金 18 ★ 11,040 繰 越 利 益 剰 余 金 19 ★ 123,412

※ 建物および備品は、減価償却累計額控除前の金額を記入すること。

★１つにつき２点

★１つにつき１点 合計25点

解答 

＊ 「日商簿記１級過去問題集 2016 年６月・11 月対策」に掲載しています。

● 攻略チャート 第２予想 

商業簿記 

本支店会計

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 110 回 商業簿記＊ テキスト確認も忘れずに！！

NO

NO EXERCISE 完成編 サクッとトレーニング３ NO TEXT完成編 サクッとテキスト３

✓ P7-06 問 04 ✓ P10 問 7 ✓ C07-S04～05 ✓ D15-○3 ～○4

OK 再チャレンジ！！ 

商業簿記 

在外支店の

財務諸表の換算

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 105 回 商業簿記＊ テキスト確認も忘れずに！！

✓ 第 137 回 商業簿記 

NO

NO EXERCISE 完成編 サクッとトレーニング３ NO TEXT完成編 サクッとテキスト３

✓ P7-13 問 08 ✓ P67 問 64 ✓ C07-S06 ✓ D20-○31

OK 再チャレンジ！！ 

商業簿記 

固定資産の減損

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 125 回 会計学 テキスト確認も忘れずに！！

✓ 第 134 回 会計学 

NO

NO EXERCISE 基礎Ⅰ サクッとトレーニング１ NO TEXT基礎Ⅰ サクッとテキスト１

✓ P11-07 問 06 ✓ P46 問 61 ✓ C11-S01～02 ✓ D5-○23

✓ D6-○24

OK 再チャレンジ！！

会計学

自己株式

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 135 回 商業簿記 テキスト確認も忘れずに！！

NO

NO EXERCISE 基礎Ⅰ サクッとトレーニング２ NO TEXT基礎Ⅰ サクッとテキスト２

✓ P15-12 問 10 ✓ P14 問 19 ✓ C15-S06 ✓ D9-○7

TEXT基礎Ⅱ サクッとテキスト３

✓ C08-S02 ✓ D16-○5

OK 再チャレンジ！！

会計学

段階取得

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 126 回 商業簿記 テキスト確認も忘れずに！！

NO

NO EXERCISE 完成編 サクッとトレーニング３ NO TEXT完成編 サクッとテキスト３

✓ P9-07 問 06 ✓ P32 問 26 ✓ C09-S03～04 ✓ D17-○14

OK 再チャレンジ！！

復習

復習

復習

復習

復習
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 1 級 第 2 予想 解答・解説 (会計学) 

第１問 

１ 帳簿価額 ２ 当期純利益 ３ 利息費用 

４ 繰延資産 ５ 回収可能価額 

１つにつき１点 合計５点 

解答 

第２問

   株 主 資 本 等 変 動 計 算 書    (単位：千円)

株  主 資  本 純資産

合計 資 本 金 資本準備金
その他資
本剰余金

利益準備金
繰越利益
剰余金

自己株式

当期首残高 1,000,000 100,000 23,000 140,000 300,000 △54,000 1,509,000

当期変動額

新株の発行と

自己株式の処分 
１ 50,000 ２ 50,000 ３ 2,000 ４ 18,000 120,000

剰余金の配当 ５ 2,000 ６△22,600 ７ 8,000 ８ △90,400 △103,000

当期純利益 ９ 100,000 100,000 

自己株式の取得 10△9,500 △9,500 

合併による新株の発行

と自己株式の処分
11 40,300 12 18,200 58,500

株主資本以外の項

目の当期変動額(純額)

当期変動額合計 90,300 52,000 △20,600 8,000 9,600 26,700 166,000

当期末残高 1,090,300 152,000 13 2,400 148,000 309,600 14 △27,300 15 1,675,000

株主資本等変動計算書の金額が減少となる場合には金額の前に「△」を記入すること。

１つにつき１点 合計 10 点 

他に比べて多く時間がかかったり、難易度が高いところ
ここにハマらないように見極めることも重要な戦略です！ 

科   目 誤 答 例 原   因

新株の発行による 

資本金増加額 
100,000 新株分の全額を資本金としている。 

剰余金の配当による

その他資本剰余金減少額
△20,600 資本準備金積立て分を忘れている。 

剰余金の配当による 

利益準備金積立額
8,240 準備金積立限度額を忘れている。 

自 己 株 式 の 取 得 9,500 自己株式は株主資本のマイナスであることを忘れている。

合併による資本金増加額 39,000 新株発行数に時価を掛けている。 

問題文をよく読み、解答要求と会計期間を確認する(以下、仕訳の単位：千円) 

本問では、株主資本等変動計算書の作成が問われています。なお、純資産項目の当期首残高は答案用紙

に記載されています。

Step 0

解答

解 説

✍ よくある計算ミス ここに注意！！
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第２問 

   株 主 資 本 等 変 動 計 算 書    (単位：千円) 

株  主  資  本 純資産 

合計 資 本 金 資本準備金
その他資
本剰余金

利益準備金
繰越利益
剰余金 

自己株式 

当期首残高 1,000,000 100,000 23,000 140,000 300,000 △△54,00 1,509,000

当期変動額 

１ 50,000 ２ 50,000 ３ 2,000 ４ 18,000 120,000

５ 2,000 ６△△22,60 ７ 8,000 ８ △90,400

９ 100,000 

10△△9,50

△103,000

100,000

△△9,50

11 40,300 12 18,200 58,500

新株の発行と 

自己株式の処分 

剰余金の配当 

当期純利益 

自己株式の取得 

合併による新株の発行

と自己株式の処分 

株主資本以外の項 

目の当期変動額(純額) 

当期変動額合計 90,300 52,000 △20,600 8,000 9,600 26,700 166,000

当期末残高 1,090,300 152,000 13 2,400 148,000 309,600 14 △27,300 15 1,675,000

株主資本等変動計算書の金額が減少となる場合には金額の前に「△」を記入すること。 

１つにつき１点 合計 10 点 

解答 

第３問 

問１ ×２年３月31日 

段階取得に係る差損益 ★ 1,256 千円 １

の れ ん ★ 9,000 千円 ２

※ 段階取得に係る差損、負ののれんの場合には、金額の前に△印を付すこと。

問２ ×３年３月31日 

資本剰余金当期末残高 ★ 99,200 千円 ３

非支配株主持分当期末残高 ★ 36,000 千円 ４

解答 



問３ ×４年３月31日 

資 本 金 当 期 末 残 高 ★ 200,000 千円 ５

資本剰余金当期末残高 ★ 99,900 千円 ６

非支配株主持分当期末残高 ★ 58,460 千円 ７

★１つにつき２点 ★１つにつき１点 合計10点

他に比べて多く時間がかかったり、難易度が高いところ 
ここにハマらないように見極めることも重要な戦略です！ 

＊１ 99,300千円×20％＝19,860千円

＊２ 21,944千円－(19,860千円＋84千円)＝2,000千円 

＊３ 2,000千円÷10年＝200千円

＊４ (29,300千円－19,300千円)×20％＝2,000千円 

＊５ 110,000千円×60％＝66,000千円 

＊６ 50,000千円×
20％

40％
＋50,000千円＝75,000千円 

＊７ 75,000千円－66,000千円＝9,000千円 

１．持分法の処理

⑴ 評価差額の計算

   被投資会社の財務諸表は合算しないので、土地に係る評価差額は認識しませんが、のれんを正確に計

算するため、便宜的に示しておきます。

( 土 地 ) 120 ＊１ ( 繰 延 税 金 負 債 ) 36 ＊２

( 評 価 差 額 ) 84 ＊３

＊１ 600千円×20％＝120千円 ＊３ 120千円－36千円＝84千円 

＊２ 120千円×30％＝36千円 

⑵ 当期純利益の振替え

( Ｓ 社 株 式 ) 2,000 ＊ ( 持分法による投資損益 ) 2,000

＊ (29,300千円－19,300千円)×20％＝2,000千円 

⑶ のれんの償却

( 持分法による投資損益 ) 200 ＊ ( Ｓ 社 株 式 ) 200 

＊ 2,000千円÷10年＝200千円 

２．連結への移行の処理

持分法適用会社から連結子会社に移行する場合、支配獲得時に改めて全面時価評価法により子会社の資

産・負債の時価評価を行い、持分法上ののれんは引き継がず新たに計算します。

⑴ 連結に先立ち、子会社(Ｓ社)の資産を時価に評価替えする

( 土 地 ) 1,000 ( 繰 延 税 金 負 債 ) 300 ＊１

( 評 価 差 額 ) 700 ＊２

＊１ 1,000千円×30％＝300千円 ＊２ 1,000千円－300千円＝700千円 

⑵ Ｓ社株式の評価替え

   子会社株式の支配獲得時の時価と持分法上の簿価との差額を「段階取得に係る差益(差損)」として処

理します。

支配獲得時の時価：50,000千円×
20％

40％
＝25,000千円 

持 分法上の 簿価：21,944千円＋2,000千円－200千円＝23,744千円 

段階取得に係る差損益：25,000千円－23,744千円＝1,256千円(差益)

( Ｓ 社 株 式 ) 1,256 ( 段 階取得に 係る差 益 ) 1,256 １

⑶ 支配獲得時の連結

( 資 本 金 ) 50,000 ( Ｓ 社 株 式 ) 75,000 ＊１

( 資 本 剰 余 金 ) 30,000 ( 非 支 配 株 主 持 分 ) 44,000 ＊２

( 利 益 剰 余 金 ) 29,300

( 評 価 差 額 ) 700

２ ( の れ ん ) 9,000 ＊３
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